































opportunity	 for	understanding	each	other	and	to	contribute	 to	 the	development	
of	culture	and	 industry	 in	the	community.	2009	open	college	have	eleven	unique	






若　生　　　豊 *・太　田　　勝 **・神　原　利　彦 ***・鈴　木　拓　也 ****・毛　呂　　眞 *****・
小　玉　成　人 ******・貝　守　　昇 *******・藤　田　敏　明 ********・和　田　敬　世 *********・



























































	 WG長	 バイオ環境工学科	 教授　若生　豊（教務委員）
	 WG員	 機械情報技術学科	 講師　太田　勝（教務委員）
	 WG員	 電子知能システム学科	 講師　神原　利彦（教務委員）
	 WG員	 土木建築工学科	 講師　鈴木　拓也
	 WG員	 システム情報工学科	 講師　小玉　成人
	 WG員	 バイオ環境工学科	 准教授　貝守　昇
	 WG員	 感性デザイン学科	 准教授　和田　敬世（教務委員）
	 WG員	 基礎教育研究センター	 教授　佐野　公朗




































































































































































































































































































































































































































































　本講座は、平成 21 年 10 月 3 日（土）（八戸















































































　展示会：	平成 22 年 2 月 27・28 日 ( 土・日 )	
10：00 ～ 17：30

























　本講座は、図 3.6.1 のように 8月 22 日から 9





















14:30 ～ 16:00 　　8.3 ソフトウェア、8.4 ハードウェア
8月 29 日
（土）




12:50 ～ 14:20 第 11 章	ネットワーク
14:30 ～ 16:00 第 12 章	セキュリティ
9月 5日
（土）
9:00 ～ 10:30 第 4 章	システム開発、第 5章	プロジェクトマネジメント
10:40 ～ 12:10 第 2 章	経営戦略、第 3章	システム戦略
12:50 ～ 14:20 第 1 章	企業と法務
14:30 ～ 16:00 第 6 章	サービスマネジメント
9月 12 日
（土）
9:00 ～ 9:15 模擬試験について
9:15 ～ 12:00 模擬試験
12:50 ～ 14:20 採点、模擬試験の解説 1













　受講者は、図 3.6.3 に示すように、IT パス
ポート試験合格を目指し熱心に受講していた。
参加した受講者は、図 3.6.4 のように学内 47%、
学外 53% だった。また、図 3.6.5 に示すよう
に、年代別では学生の 10 代、20 代が最も多く
64.2% を占めたが、主婦や会社員などの 30 代、















































































































































































































































































































































































































発音、sein と haben の現在人称変化を学習し、
sein の穴埋め問題の演習をし、会話はあいさつ





















































































































　本学の公開講座は、毎年、延べ 500 ～ 600 名
前後の受講者を受け入れ、生涯学習の機会を提
供するとともに、地域と大学の相互理解をより
高めるものとして機能している。公開講座につ
いては昨年度の採用 ･昇任 ･役職就任教職員研
修のテーマにも取り上げられ、種々改善につい
て検討がなされている。今後とも前年の反省点
を踏まえながら、より有意義な企画が実施され
図 4.1 広報用公開講座共通折込チラシ
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ますよう改善の努力をお願いするところです。
最後に、ご協力を頂いた上述の関係機関ならび
に実施に携わられた全ての教職員の皆様に感謝
いたします。
